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屋外防災無線の内容は電話でもご確認いただけます  ☎35-6000

問合先 市民活動推進課  ☎35⊖3412

●傍聴は先着順となります。 ●開催日時や場所が変更する場合があります。
また、議題など詳細についても担当課へお問い合わせください。

委員会・審議会を公開しています
公開予定の委員会・審議会

開催日 会議名ほか 担当課

11月17日（月） 庁議（幹部会）  8:30～  
市役所 4階 特別会議室

企画課
☎ 35－3131

11月25日（火） 庁議（幹部会）  8:30～  
市役所 4階 特別会議室

企画課
☎ 35－3131

11月27日（木）

要保護児童等対策地域協議会  13:30～  
市役所 4階 中会議室

子育て支援課
☎ 35－3140

農業委員会  13：30～
市役所 地下 市民ホール

農務課
☎ 35－3141

11月28日（金） 社会教育委員定例会議  13：30～
市役所 3階 行政委員会室

生涯学習課
☎ 35－3155

問合先 危機管理室
☎ 35⊖3345
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４
５

　

市
で
は
、災
害
情
報
を
市
民
の
み
な

さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
災
害
時
に
は
、防
災
ラ
ジ

オ
や
メ
ー
ル
配
信
な
ど
に
よ
り
情
報

発
信
し
て
い
ま
し
た
が
、み
な
さ
ん
か

ら
の
通
報
は
電
話
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、み
な
さ
ん
か
ら
の
書
き
込
み

も
可
能
な
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
す

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速・確

実
に
被
害
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。10
月
13
日
に
台
風

19
号
が
接
近
し
た
際
は
、２,
０
０
０
件

近
く
の
閲
覧
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
い
ざ
」と
い
う
時
に
備
え
、高
山
市

防
災
情
報
掲
示
板
に「
い
い
ね
」を
お

願
い
し
ま
す
。

https://w
w
w
.facebook.com

/
takayam

abousai

フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
防
災
情
報
掲
示
板
を
開
設
し
ま
し
た

男女共同参画でまちづくりを！
　いま、「市民が主役」という理念に基づき、各地域で「協働のまちづ
くり」が進められています。
　男性も女性も、一人ひとりが主役となって、知恵と力を出しあい住
みよい地域を創っていく時代が来ています。地域でも、性別に関わ
らず個性と能力を発揮して、まちづくりに参加できることが大切です。
　男性も女性も同じように、地域の中で個性と能力を発揮できるた
めに大切なことは…
●お互いを尊重すること
　お互いを対等なパートナーとして認め合い「男性」「女性」ではな
く一人の人間として尊重しましょう。

●助けあいや支えあい
　例えば家庭内では、家事や育児、介護の役割分担をするなど、協
力して支えあいましょう。

●お互いの事情を理解すること
　コミュニケーションを取り合って、お互いの事情を理解しましょう。

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た
全
国
一斉
の

緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

日
時
　

月

日
㈮  

午
前

時

情
報
伝
達
手
段
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ッ
ツ
F
M
の
放
送

放
送
内
容
　「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」

11月は岐阜県男女共同参画推進強調月間
～自分自身のワーク・ライフ・バランス　　　　　　　　
　　　（仕事と生活の調和）について考えてみましょう～

　
11
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相

次
い
で
い
ま
す
。今
後
も
冬
眠
前
に
餌
を
探
す
行
動

は
続
き
ま
す
の
で
、山
や
山
の
近
く
で
活
動
す
る
時

は
、十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、目
撃
情
報
の

あ
っ
た
所
に
は
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

▼
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に
つ
け
、

人
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
。

▼
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
朝
夕
や
霧
の

出
て
い
る
時
の
入
山
を
控
え
る
。ま

た
、一
人
で
の
夜
間
外
出
は
控
え
る
。

▼
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
引

き
返
す
。

▼
山
へ
入
っ
た
時
は
、残
飯
な
ど
の
ご
み

を
必
ず
持
ち
帰
る（
味
を
覚
え
さ
せ

な
い
）。

▼
入
山
地
域
の
ク
マ
情
報
を
市
H
P
や

安
全
安
心
メ
ー
ル
で
収
集
す
る
。

ク
マ
を
人
里
周
辺
に

　
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

▼
畑
や
庭
先
な
ど
に
生
ご
み
な
ど
エ
サ
に

な
る
も
の
を
放
置
し
な
い
。

▼
ク
マ
を
誘
う
恐
れ
の
あ
る
果
樹
の
実

を
採
取
し
て
お
く（
栗
や
柿
な
ど
）。

ま
た
、幹
に
ト
タ
ン
を
巻
く
な
ど
し
て

ク
マ
が
登
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

▼
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
て
い
な
い
と

き
は
、速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
。

▼
ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
た
ら
、背
中

を
見
せ
ず
に
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
離

れ
る
。

▼
ク
マ
か
ら
攻
撃
を
受
け
そ
う
に
な
っ
た

ら
、急
所（
顔
、首
、後
頭
部
、腹
部
）を

守
り
、ク
マ
が
立
ち
去
る
ま
で
無
理
に

抵
抗
し
な
い
。

大
量
出
没
し
て
い
ま
す

ク
マ
出
没
注
意
！

11

11

28

目撃情報は農務課（平日☎35-3141／休日・夜間☎32-3333）
または高山警察署（☎32-0110）にお寄せください

災
害
時
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い


